
資料の活用

度数分布表

1-7-1

　階　級　…１つ１つの区間のこと
階級の幅　…区間のはばのこと
　度　数　…各階級に入る資料の個数のこと
度数分布表…資料をいくつかの階級に分け、階級ごとにその度数を示して分布の様子
　　　　　　を表した物。

下の表は、ある中学校の１年Ａ組２０人の国語のテストの結果である。次の問い
に答えなさい。1

【１年Ａ組テスト結果】 【度数分布表】

番　号 得点（点）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

６９
７２
５０
７９
６７
７０
６５
６１
６６
５５
６０
４５
７５
７１
６８
６４
７４
５４
５８
６５

階級（点） 度数（人）

４０以上～４５未満

４５　　～５０

５０　　～５５

５５　　～６０

６０　　～６５

６５　　～７０

７０　　～７５

７５　　～８０

計

(1) この資料を、右の度数分布表に整理しなさい。

(2) 階級の幅を求めなさい。

(3) 得点が５５点の人はどの階級に属していますか。

(4) 得点が７０点以上の人は何人いますか。

(5) 得点が高い方から８番目の人は、どの階級に属していますか。

０

１

２

２

３

６

４

２

２０

５点

５５点以上６０点未満

６人

６５点以上７０点未満
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１
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 生 



資料の活用

ヒストグラム・度数折れ線

1-7-2

・ヒストグラム（柱状グラフ）
　階級の幅を底辺、度数を高さとする長方形を順々にかいたもの
・度数折れ線（度数多角形）
　ヒストグラムの１つ１つの長方形の上の辺の中点（階級値）を、順に線で結んたグラフ
　のこと  ただし両端は、度数０の階級があるものとしてつくる
・階級値…階級の中央の値のこと

下の度数分布表は、ある中学校の生徒４０人の体重について整理したものです。次の
問いに答えなさい。1

階級（点） 度数（人）

３５以上～４０未満

４０以上～４５未満

４５　　～５０

５０　　～５５

５５　　～６０

６０　　～６５

６５　　～７０

計

(1) 上の度数分布をもとに、ヒストグラムをかきなさい。

(2) 度数折れ線を書き入れなさい。

(3) 度数が最も多い階級の階級値を求めなさい。

(4) 体重が５０kg未満の生徒は何人いますか。
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資料の活用

相対度数(1)

1-7-3

相対度数…ある階級の全体に対する割合のこと

　　　　　ある階級の相対度数＝

下の表は、Ａ、Ｂ、２つの中学校で同じ数学のテストを行い、その結果を整理した
ものである。次の問いに答えなさい。1

階級（点）

３０以上～４０未満

４０　　～５０

５０　　～６０

６０　　～７０

７０　　～８０

８０　　～９０

計

(1) Ａ中学校、Ｂ中学校のそれぞれの
　　階級の相対度数を右の表に書き入
　　れなさい。

(2) Ａ中学校で、最も度数の小さい階
　　級の相対度数を求めなさい。

(3) Ｂ中学校で、最も度数の大きい階
　　級に属する生徒は、全体の何％で
　　すか。

(4) Ａ中学校で、６０点以上の生徒は
　　全体の何％ですか。

(5) 上の表から、Ａ中学校、Ｂ中学校
　　の相対度数の折れ線を書きなさい。
　　また、この２つの相対度数の折れ
　　線を比べて、どんなことがいえま
　　すか。

８０ １．００
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0.1

（相対度数）

O （点）

その階級の度数

度数の合計

0.2

0.3

0.4

Ａ中学校 Ｂ中学校

度数度数 相対度数相対度数

　４

　８
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２０

　８

１８

２７

４５

６３

１８

　９

０．０５

０．１０

０．２０

０．３０

０．２５

０．１０

０．１０

０．１５

０．２５

０．３５

０．１０

０．０５

１８０ １．００

表裏合わせて７になる。

０．０５

３５％

６５％

Ａ中学校の方が、全体的に
グラフが右側にあるので、
Ｂ中学校よりも結果が良か
ったと考えられる。

Ａ中学校Ｂ中学校
←←
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資料の活用

相対度数(2)

1-7-4

下の図は、ある中学１年のクラスの理科のテストの結果を、ヒストグラムに表した
ものである。次の問いに答えなさい。1

(1) ５０点未満の生徒は何人いますか。

(2) このクラスの人数を求めなさい。

(3) 最も度数の大きい階級の、相対度数を求めなさい。

(4) 得点の良い方から数えて、１０番目の生徒が属する階級の階級値を求めなさい。
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資料の活用

代表値(1)

1-7-5

範　囲…資料全体の散らばり具合を表す数値のこと。
        （範囲）＝（最大の値）－（最小の値）
代表値…資料全体の特徴を、１つの数値で表したもの。
　　　　　・平均値　…個々の資料の値の合計を、資料の総数でわったもの。
　　　　　・メジアン…資料の値を大きさの順の並べたときの中央の値のこと。
　　　　　　（中央値）※資料の総数が偶数の場合、中央にある２つの値の平均値。
　　　　　・モード　…度数が最も多い階級の真ん中の値（階級値）のこと。
　　　　　　（最頻値）

次の資料は、あるクラスの生徒４０人の、１０点満点の漢字テストの結果を整理した
ものです。次の問いに答えなさい。1

(1) 平均値を求めなさい。

(2) 範囲を求めなさい。

(3) メジアンを求めなさい。

(4) モードを求めなさい。

得点（点） 人数（人）

　０
　１
　２
　３
　４
　５
　６
　７
　８
　９
１０

計 ４０

　０
　０
　２
　５
　８
　２
　３
　５
１０
　４
　１

次の図は、あるクラスの生徒が懸垂を行ったときの回数と人数の関係を表したもので
ある。次の問いに答えなさい。2

(1) このクラスの人数を求めなさい。

(2) 平均値を求めなさい。

(3) メジアンを求めなさい。

(4) モードを求めなさい。
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１
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 生 
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資料の活用

代表値(2)

1-7-6

下の表は、あるクラスの生徒４０人の通学時間をまとめたものです。次の問いに答えな
さい。（電卓を使って計算しても良い。）1

階級（分）

　０以上～１０未満

１０　　～２０

２０　　～３０

３０　　～４０

４０　　～５０

５０　　～６０

６０　　～７０

７０　　～８０

計

(1) 上の表の階級値のらんをうめなさい。

(2) 上の表の階級値×度数のらんをうめなさい。

(3) 上の表の階級値×度数の合計を求めなさい。

(4) 通学時間の平均値を小数第一位まで求めなさい。

４０ １６６０

階級値×度数度数

　１

　２

　６

　８

１２

　７

　３

　１

階級値（分）

　５

１５

２５

３５

４５

５５

６５

７５

　　５

　３０

１５０

２８０

５４０

３８５

１９５

　７５
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年　　　組　　　番 

１
 年

 生 

４１．５分



資料の活用

近似値

1-7-7

近似値…測定値や四捨五入して得られた値のように、真の値ではないが、それに近い
　　　　値のこと。
誤　差…近似値から真の値をひいた差のこと。
　　　　（誤差）＝（近似値）－（真の値）

ある数ａの小数第１位を四捨五入したら７になった。このとき、次の問いに答えな
さい。1

(1) ａの値の範囲を不等号を使って表しなさい。

(2) 誤差の絶対値は、大きくてもどのくらいと考えられますか。

２地点Ａ、Ｂ間の距離をはかり、１ｍ未満を四捨五入して測定値７２４ｍを得ま
した。次の問いに答えなさい。2

(1) この距離の真の値をａｍとして、ａの値の範囲を不等号を使って表しなさい。

(2) 誤差の絶対値は、大きくて何㎝くらいと考えられますか。

ある数ａを８でわり、商の小数第１位を四捨五入したら５になった。このような
ａのうちで、最も小さい数を求めなさい。2

氏名 

年　　　組　　　番 

１
 年

 生 

6.5≦ a ＜7.5

0.5

723.5≦ a ＜724.5

５０㎝

a ＝4.5×８＝３６



資料の活用

有効数字

1-7-8

有効数字…近似値を表す数のうち、信頼できる数字のこと。
　　　　　※有効数字をはっきりさせるために、
　　　　　　　　　（整数部分が１けたの数）×（１０の累乗）
　　　　　の形に表すこと。

あるものの長さを、最小の目盛りが１㎝であるメジャーで測ったら、６４７㎝で
あった。次の問いに答えなさい。1

(1) この測定値の有効数字を求めなさい。

(2) この測定値を有効数字がわかるように、（整数部分が１けたの数）×（１０の累乗）
　　の形で表しなさい。

太陽から火星までの平均距離は、約２２７９０００００㎞だといわれています。
有効数字が、２、２、７、９であるものとして、この距離を（整数部分が１けた
の数）×（１０の累乗）の形で表しなさい。

2

(1) ７２０㎝（１０㎝の位まで測定）

(2) ０.０３８kｇ

(3) １５００ｍ（１０ｍの位まで測定）

次の測定値を、有効数字がわかるように、（整数部分が１けたの数）×（１０の累乗）
の形で表しなさい。2

氏名 

年　　　組　　　番 

１
 年

 生 

６、４、７

６．４７×１０
2

２．２７９×１０
8

７．２×１０
2

３．８× 2

１．５０×１０
3

１０

１


